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はしがき
　「木原記念こども科学賞」は今回記念すべき第 30 回を迎えることが出来ました。
これはひとえに、市や県の教育委員会、横浜市立大学木原生物学研究所に加え、地
域の企業、金融機関、生命科学に関わるベンチャー・中小企業・大手企業・研究機関、
個人の研究者などの皆様から幅広くご寄附やご協力の賜物です。今後とも、この賞
の充実と認知度の向上等を図って参ります。
　今年のノーベル生理学・医学賞には、「絶滅した古代人のゲノムと人類の進化」の
研究者であるドイツのペーボ博士が選ばれました。財団の生みの親である木原均博
士は、“地球の歴史は地層に、生物の歴史は染色体に記されてある”との名言を残さ
れていますが、近縁生物の比較観察を積み重ねると、実は全ての生物が共通の祖先
から枝分かれしたこと、そして、人類の生存が他の全ての多様性ある生物集団によっ
て築かれた地球環境に依存していること、さらに、微妙な環境バランスは 80 億人を
超えた人類の活動によって崩されかねないとの理解に至る筈です。しかし、このこ
との実感を伴う理解のためには、幼少期に生き物を比較観察のため直接見て触り、
その驚きの上に”科学する楽しさを知る”ことが大切です。本こども科学賞は、未
来の科学者が育つことを希求しつつ、科学者とは別の道に進む多くのこども達にも、
この事業に参加することを“きっかけ”として“科学する目”を持ち SDGs に取組
む社会で活躍する市民・県民に育つことを願って毎年実施しております。
　お陰様で今年もこども達から、生き物への愛情があふれた多くの作品応募があり
ました。木原先生の精神に基づき応募作品を厳正に審査下さった選考委員の先生方
のご労苦に感謝申し上げるとともに、全ての応募者、子どもたちをお導きくださっ
た学校あるいは家族の皆様方、そして、ご後援くださった全ての関係諸団体の皆様
方に、ここに心より感謝申し上げます

　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２０２２年１２月
  　　　　　　　　　　　　　　　　　選考委員会委員長

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団
常務理事　　鈴木　榮一郎

木原　均博士について
　木原　均博士（1893～ 1986）は、東京に生まれ、麻布学園を経て北海道大学を卒業、京都大
学教授、国立遺伝学研究所長などを歴任されました。この間、コムギのふるさとを求めて学術探索に出
かけ、パンコムギの祖先を発見し、タネナシスイカを作るなど、植物遺伝学の分野で多くの業績を挙げら
れました。特にコムギの遺伝学では、「コムギ博士」として国際的に高く評価され、1948 年には文化勲
章を受章。また、日本のスキー界の草分けでもあり、冬季オリンピックの選手団長を２度つとめるなど、「スポー
ツ博士」として活躍されました。1955 年、博士は（財）木原生物学研究所を京都から横浜（南区六ッ
川）へ移し、亡くなるまで研究活動を続けられました。旧研究所跡は、現在、「横浜市こども植物園」となっ
て市民に親しまれています。晩年は、日常生活の中のふとした疑問を確かめ、観察する「小さい実験」
を楽しまれました。
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受賞者一覧

最優秀賞（２作品）

優秀賞（３作品）

題　名

題　名

名　前

名　前

学　校

学　校

学　年 掲載
ページ

掲載
ページ

掲載
ページ

掲載
ページ

学　年

チチブと大おか川

のびたわきめから あまいミ
ニトマトをつくるには？
カブトムシは、なにあじの
ゼリーがすきだろう！？

あさがおの色はかえられる
のかな？

濵谷　亮佑

平林　侑真

菊地　秋斗

吉村　優希

横浜市立
南太田小学校

横浜市立
折本小学校

開成町立
開成南小学校

横浜市立
港南台第一小学校

３年 P.27

１年 P.35

２年

３年

P.37

P.39

努力賞（３作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

つめのけんきゅう

アゲハチョウのかんさつ日
記と図かん

アサガオの不思議

石橋　怜紋

小林　桐子

松本　晴貴

横浜市立
丸山台小学校

横浜市立
神橋小学校

横浜市立
日吉南小学校

２年 P.42

３年 P.42

３年 P.43

神奈川新聞社賞（１作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

植木　陽仁 横浜市立
永田小学校 １年 P.41

5

ふんち は いるの？

岡田　晟愛 横浜雙葉小学校 ３年 表紙
P.7

鳥になったきょうりゅうっ
て本当？～こっかくのひか
くによる考さつ～
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作品を読んで  －小学校低学年の部－

横浜市立上大岡小学校 教諭　岡田　洋平

　どの作品も一人ひとりの思いがつまった、素敵な作品ばかりでした。その
中でも、今回入賞した作品は、生き物にたくさん触れることや好きであるこ
とが、よく伝わってきました。
　今年度の各作品の特徴は、「調べた結果、分からなかった。」「うまくいかな
かった。」と書いている作品があったことです。結果が分からなかったことを
残しておくことで、「だから、次はこの方法で調べたい。」「次の疑問を解決し
たい。」という、次の実験につながっていることです。失敗は成功の基とは、
このことを指すのかもしれません。
　今年度は「チチブと大おか川」と「鳥になったきょうりゅうって本当？～こっ
かくのひかくによる考さつ」の２点を最優秀賞に選びました。
　「チチブと大おか川」は、どんな所にすむかについて、すきな場所は色と関
係しているのかと予想し、【実けん１】の方法で複数回調べています。しかし、
結果は、色は関係ないことが分かりました。次に、すむ場所の穴の形に着目
して、【実けん２】で調べています。この実験も複数回調べています。さらに、
チチブがすんでいる大おか川の海水にまで目を向けて、実際にどこまで海水
なのかを、調査をしているのが、よかったです。小さな疑問について、より
深く、細かく調べているところが、亮佑さんの主体的に研究に取り組むよさ
を感じます。
　「鳥になったきょうりゅうって本当？～こっかくのひかくによる考さつ」は、
駆除されたハシブトガラスを、牧場や行政の指導の基、解体することを丁寧
に行い、最後は骨格標本に仕上げたことが驚きました。その仕上げた骨格標
本と恐竜の骨格のレプリカと比較して、結論を導ているのが、研究の奥深さ
を感じます。多くの人の支援や許可を得ながら進めていったこの研究は、晟
愛さんの研究に取り組む粘り強さを感じます。
　来年も多くの皆さんがより深く研究に取り組むことを期待しています。そ
して、応援しています。



最優秀賞最優秀賞
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鳥になったきょうりゅうって本当？
～こっかくのひかくによる考さつ～
横浜雙葉小学校　３年　岡田　晟愛
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最優秀賞最優秀賞
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チチブと大おか川
横浜市立南太田小学校　３年　濵谷　亮佑
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優秀賞優秀賞
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のびたわきめから あまいミニトマトを
つくるには？
横浜市立折本小学校　１年　平林　侑真
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優秀賞優秀賞

37

カブトムシは、なにあじのゼリーがすきだろ
う！？
開成町立開成南小学校　２年　菊地　秋斗
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優秀賞優秀賞

39

あさがおの色はかえられるのかな？
横浜市立港南台第一小学校　３年　吉村　優希
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神奈川
新聞社賞
神奈川
新聞社賞

41

ふんち は いるの？
横浜市立永田小学校　１年　植木　陽仁
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努力賞努力賞

努力賞努力賞

「つめのけんきゅう」
横浜市立丸山台小学校　２年

石橋　怜紋

「アゲハチョウのかんさつ日記と図かん」
横浜市立神橋小学校　３年

小林　桐子
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努力賞努力賞

「アサガオの不思議」
横浜市立日吉南小学校　３年

松本　晴貴
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小学校高学年の部

受賞者一覧

最優秀賞（１作品）

優秀賞（３作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

題　名 名　前 学　校 学　年
セミの幼虫の研究５～羽化
を始めるまでにどのくらいの距
離を歩くのか？～

髙橋　颯汰郎 関東学院
六浦小学校 ６年

ダンゴムシと び生物の関係
～ダンゴムシは、び生物を食べ
る？～
スーパーの魚の廃棄物から
ペットボトルが作れるか
～魚や鳥が食べても影響がでな
いペットボトルを作る～

ネギの葉には裏表がない？
～茎盤を切っても葉は生えるのか？～

舘林　花怜

小室　孝介

竹田　眞菜

相模原市立
相原小学校

藤沢市立
秋葉台小学校

５年

５年

努力賞（４作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

クワガタの交尾と卵から成
虫になるまで
～３年間の歩み～
幼魚の住み家となる流れ藻
の役割と必要性

エダナナフシの卵は、不思
議なつぼ

ザリガニでアクアポニック
ス

細谷　海來

諸富　柊一郎

津田　莉佐

宮本　珠来

相模原市立
相原小学校

葉山町立
一色小学校

カリタス小学校

横浜市立
並木第一小学校

６年

６年

４年

４年

神奈川新聞社賞（１作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

意外と弱い！？生態系被害防
止外来種ムラサキカタバミ
PART2～木子が発芽しない謎～

橋本　納希 藤沢市立
湘南台小学校 ６年

45

掲載
ページ

掲載
ページ

掲載
ページ

掲載
ページ

表紙
P.47

P.57

P.59

P.61

P.64

P.64

P.65

P.65

P.63
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作品を読んで  －小学校高学年の部－

横浜市立永野小学校 教諭　三瓶　聡之

　今回もまた、生きもの達への愛情溢れるたくさんの作品を見せて頂き、そ
こから皆さんの研究に対する熱意を感じることができました。昨年から継続
して自分の研究を深めている作品や、新たにもった疑問から研究方法を考え、
まとめている作品など、様々な素晴らしい作品に出会えました。
 そんな多くの素晴らしい作品の中で、最優秀賞に輝いたのは「セミの幼虫の
研究５～羽化を始めるまでにどのくらいの距離を歩くのか？～」でした。こ
の作品は、これまで継続的にセミを観察し、自分で考えた実験方法で、条件
を決め、細かくデータをとってわからない事を解明しようとする熱意が素晴
らしかったです。幼虫の歩く距離をモデル実験から計算する方法や種類ごと
の検証、個体差や歩く速さと羽化の時間の関係性など、どれも独創的で、自
分なりの考察がまとめられていました。
　 優秀賞は３つありました。「ダンゴムシとび生物の関係～ダンゴムシは、び
生物を食べる？～」では、ダンゴムシが食べる複数の落ち葉やフンを顕微鏡
で調べ、ダンゴムシが微生物を食べているのかを考察しました。残念ながら、
今回の研究では、その詳細はわかりませんでしたが、小さな世界に視点を向
けた今後につながる面白い研究でした。
　「ネギの葉には裏表がない？～茎盤を切っても葉は生えるのか？～」は、葉
ネギの単面葉に着目し、発芽の様子や切った葉ねぎの再生の仕方について条
件を変えながら記録を取り、根から５mmほどまでが茎盤であり、成長に重
要だという事を導いていました。
 「スーパーの魚の廃棄物からペットボトルが作れるか～魚や鳥が食べても影響
がでないペットボトルを作る～」は、昨今の環境問題に真っ向から挑む作品
でした。スーパーから貰った魚から「にかわ」を抽出して、魚の鱗との配合
を変えながら耐久性やにおい、透明度などを検証していました。
 どの研究も、最初の発想や計画からは、必ず上手くいかない事が起こり、そ
の度に、その原因やわからないなりの考察を考え、再実験の方法を模索したり、
もっといい別な方法はないかと、粘り強く取り組んだりしていたことが印象
的でした。また、どれも調べた事をわかりやすく丁寧にまとめ、わからなかっ
たことも現段階までの考察がしっかりとされていたことに研究に対する誠意
を感じました。
 これからも、身の回りの生き物達の不思議にたくさん出会い、その謎を解き
明かしていって下さい。これからの皆さんの研究の益々の発展を楽しみにし
ています。



最優秀賞最優秀賞
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セミの幼虫の研究５～羽化を始めるまでに
どのくらいの距離を歩くのか？～
関東学院六浦小学校　６年　髙橋　颯汰郎



48



49



50



51



52



53



54



55



56



優秀賞優秀賞
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ダンゴムシと び生物の関係～ダンゴムシは、
び生物を食べる？～
　　　　　　　　　　　　　　　舘林　花怜
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優秀賞優秀賞
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スーパーの魚の廃棄物からペットボトルが作れるか
～魚や鳥が食べても影響がでないペットボトルを作る～
相模原市立相原小学校　５年　小室　孝介
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優秀賞優秀賞
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ネギの葉には裏表がない？
～茎盤を切っても葉は生えるのか？～
藤沢市立秋葉台小学校　５年　竹田　眞菜
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神奈川
新聞社賞
神奈川
新聞社賞

63

意外と弱い！？生態系被害防止外来種ムラサ
キカタバミ PART2 ～木子が発芽しない謎～
藤沢市立湘南台小学校　６年　橋本　納希
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努力賞努力賞

努力賞努力賞

「エダナナフシの卵は、不思議なつぼ」
カリタス小学校　４年

津田　莉佐

「ザリガニでアクアポニックス」
横浜市立並木第一小学校　４年

宮本　珠来
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努力賞努力賞

努力賞努力賞

「クワガタの交尾と卵から成虫になるまで 
～３年間の歩み～」

相模原市立相原小学校　６年
細谷　海來

「幼魚の住み家となる流れ藻の役割と必要性」
葉山町立一色小学校　６年

諸富　柊一郎



66



中学生の部

受賞者一覧

最優秀賞（２作品）

優秀賞（２作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

題　名 名　前 学　校 学　年
CO2 添加と植物の生育
～室内土耕栽培でつくる新たな
農業システム～

砂かけ行動と砂山のナゾに
迫る‼～小さなアリの大きな
ヒミツ 砂かけ行動と砂山の効果
を追って～

幼虫はどこでサナギになる
かな？

トウモロコシ黒穂病の感染
経路を探る‼

滝本　真仁

武内　孝太朗

德安　諒音

寺島　寛那
山崎　葵
𠮷田　碧

横浜市立南高等学校
附属中学校

横浜市立南高等学校
附属中学校

日本大学
藤沢中学校

横浜市立横浜サイ
エンスフロンティア
高等学校附属中学校

３年

３年

３年

神奈川新聞社賞（１作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

魚の耳石とその共通点につ
いて 沖村　大夢 横浜市立

蒔田中学校 ３年

努力賞（３作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

プラナリアに関する６つの
研究レポート

フタホシコオロギは迷路を
解けるのか

絵本の設定は本当なのか？ア
リが好んで食べるものの研究

吉村　司

青木　佑佳

丸山　晴大

横浜市立
上の宮中学校

鎌倉女学院
中学校

桐蔭学園
中等教育学校

１年

２年

３年

67

掲載
ページ

掲載
ページ

掲載
ページ

掲載
ページ

P.69

P.83

P.93

表紙
P.91

P.96

P.96

P.97

P.95

３年
３年
３年
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作品を読んで  －中学校の部－

横浜市立大道中学校 校長　勝　俊一

　研究作品を審査させていただくたび、「これを調べてみようと思ったのは何
がきっかけなのだろう？」とか「一つの研究テーマをこんなに長く継続する
ことができる情熱はすごい！」と思います。研究対象について、着目の独創
性や真実を見出そうとする継続性の高さに感心し驚かされます。独創性と継
続性が研究を深める原動力となり、知れば知るほどもっと調べたくなる、そ
んな探求心が研究作品からあふれ出ています。
　さて、研究を続ける皆さんへ最優秀賞を受賞した２つの作品を紹介します。
今後の参考となれれば幸いです。
　1つ目の作品には「CO2 添加と植物の育成」が選ばれました。植物の光合成
が二酸化炭素を使って行われていることは多くの人に知られていますが、こ
の研究では、植物の生長に適した二酸化炭素量を見出す観察の条件に独創的
な視点も加えられていました。それは食物としての植物、つまり味の良さに
どう影響がでるかをも検証していたことです。この視点が研究を植物の成長
観察にとどまらず、将来的な農業システムの開発へと広がりを作りました。
　２つ目の受賞作品は「砂かけ行動と砂山のナゾに迫る」です。砂山の中に
餌を埋めるアリの行動に着目し、立てた仮説を確かめる観察を行っています。
まさに独創的な着眼です。参考となる資料も少なく、仮説に基づいた実験や
観察を計画することが難かったと思いますが、確かめたいことに対して適切
な方法が取られていました。得られた結果がさらに疑問を生み、次の研究へ
と継続性を育んでいました。
　また、各受賞作品を見ると数年間にわたって同じ研究テーマに取り組んで
いる研究者もいて、これにも大いに感心しています。仮説の真偽を確かめよ
うとする過程で新たな疑問や実験の改善点が見いだされ、新しい条件や何か
しらの規則性を発見しようと情熱を高めていました。この姿勢が研究内容の
更新と深みにつながり、「研究対象への愛情」と表現するにふさわしい作品と
なっていました。
　応募いただいたすべての研究作品からは「それはなぜなのか？何とかして
答えにたどり着きたい！」と共通した熱意が発せられていました。この熱意
に魅了され、すべての応募研究作品に目を奪われました。すばらしい研究作
品をありがとうございました。心より感謝いたします。
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CO2 添加と植物の生育～室内土耕栽培で
つくる新たな農業システム～
横浜市立南高等学校附属中学校　３年　滝本　真仁

最優秀賞最優秀賞
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71



72



73



74



75



76



77



78



79



80



81



82



83

砂かけ行動と砂山のナゾに迫る‼～小さなアリの
大きなヒミツ 砂かけ行動と砂山の効果を追って～
横浜市立南高等学校附属中学校　３年　武内　孝太朗

最優秀賞最優秀賞



84



85



86



87



88



89



90



優秀賞優秀賞
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トウモロコシ黒穂病の感染経路を探る‼
横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校附属中学校　３年
　　　　　　　　　　　　　　寺島　寛那・山崎　葵・𠮷田　碧
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優秀賞優秀賞

93

幼虫はどこでサナギになるかな？
日本大学藤沢中学校　３年　德安　諒音
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神奈川
新聞社賞
神奈川
新聞社賞

95

魚の耳石とその共通点について
横浜市立蒔田中学校　３年　沖村　大夢
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努力賞努力賞

努力賞努力賞

「プラナリアに関する６つの研究レポート」
横浜市立上の宮中学校　１年

吉村　司

「フタホシコオロギは迷路を解けるのか」
鎌倉女学院中学校　２年

青木　佑佳
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努力賞努力賞

「絵本の設定は本当なのか？アリが好んで
食べるものの研究」

桐蔭学園中等教育学校　３年
丸山　晴大
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【横浜市立】

【相模原市立】

【平塚市立】

【厚木市立】

【川崎市立】
【横須賀市立】
【茅ヶ崎市立】
【大磯町立】
【開成町立】

個人応募（３７）

第３０回木原記念こども科学賞   　応募校一覧

学校応募（５３）
【愛川町立】
【私立】

【横浜市立】

【横須賀市立】

【藤沢市立】

【厚木市立】
【海老名市立】
【大和市立】
【鎌倉市立】
【川崎市立】
【開成町立】
【葉山町立】
【私立】
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第３０回木原記念こども科学賞
選考委員会委員名簿

（順不同・敬称略）

横浜市立馬場小学校　          教諭                      池田 真弓

横浜市立平沼小学校　    　   教諭                      尾方 優祐

横浜市立永野小学校　          教諭                      三瓶 聡之

横浜市立上大岡小学校　       教諭                      岡田 洋平

横浜市立大道中学校　          校長                      勝 俊一

横浜富士見丘学園　         　 教諭                      富田 丈久

関東学院小学校　　　          教諭                      高戸 愛香

公立大学法人横浜市立大学木原生物学研究所 所長    木下 哲

横浜市環境創造局　           担当係長              木下 涼

木原記念横浜生命科学振興財団　常務理事      鈴木 榮一郎






